
 

 

 

 

 

 

除染廃棄物（草木類）の事前調査に関する 

実証試験業務 

 
 

仕様書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

目      次  

 

 

 

1.件名  --------------------------------------------------- 1 

2.概要及び目的  ------------------------------------------- 1 

3.実施場所  ----------------------------------------------- 1 

4.作業実施期日及び実施時間  ------------------------------- 1 

5.作業項目  ----------------------------------------------- 2 

6.作業内容  ----------------------------------------------- 2 

7.支給品及び貸与品  --------------------------------------- 8 

8.提出書類  ----------------------------------------------- 8 

9.適用法規等  --------------------------------------------- 9 

10.契約納期及び納入場所  ---------------------------------- 10 

11.検収条件  ---------------------------------------------- 10 

12.総括責任者  -------------------------------------------- 11 

13.検査員及び監督員  -------------------------------------- 11 

14.知的財産権等  ------------------------------------------ 11 

15.受注者の責任及び義務  ---------------------------------- 11 

16.特記事項  ---------------------------------------------- 11 

17.疑義  -------------------------------------------------- 14 

18.グリーン購入法の推進  ---------------------------------- 14 

図 1 作業場所  

図 2 事故由来廃棄物取扱施設のイメージ（参考資料）  

 



1 

 

1. 件名  

除染廃棄物（草木類）の事前調査に関する実証試験業務  

 

2. 概要及び目的  

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（以下、「原子力機構」

と言う。）は、東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電

所事故を受け東海村内において実施された除染活動により発生した除

染廃棄物を原子力科学研究所グラウンドにて保管している。これらの

除染廃棄物は、草木類の腐植・減容が進み土壌化して焼却が難しい状

態となっていることから、その処理に向けた取り組みとして、線量率

測定、分別、状況調査を実施すると共に、作業の実施による作業員や

周辺環境への被ばく影響を確認する。本仕様書は、実証試験業務（以

下、「本業務」と言う。）の内容及び本業務に伴う各種データの収集

・整理等について定めたものである。  

なお、本業務で取り扱うすべての除染廃棄物は、1 万 Bq/kg を超える

物であり、電離放射線障害予防規則（以下、「電離則」と言う。）上

の事故由来廃棄物に該当する。そのため、電離則に従った労働安全衛

生管理が必要である。  

そして本業務の目的は、環境省に設置された「除去土壌の処分に関

する検討チーム」に本業務で得た試験結果を提供し、今後同様の作業

が必要な他の自治体等に向けたガイドラインの策定・検討に役立てる

と共に、除染廃棄物の円滑な処分の推進のために必要となる技術の実

証に資することである。  

  

3. 実施場所  

除染廃棄物保管場所  ほか  

原子力機構原子力科学研究所内グラウンド (図 1 参照 ) 

 

4. 作業実施期日及び実施時間  

(1) 作業実施期日  

契約日～令和 7 年 3 月 31 日 (月 ) 

ただし、作業実施期日の詳細については、作業開始前までに発注者

と協議のうえ、決定するものとする。  
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(2) 作業実施時間  

作業時間は、原則として発注者の就業時間内とし次の時間帯に実施

するものとする。なお、作業の進捗により、発注者との協議のうえ、

作業時間を変更することができる。  

9： 00～ 17： 30 

ただし、上記に示す時間内であっても、保安上の障害を招く場合な

どには発注者の指示により変更できるものとする。  

 

5. 作業項目  

以下に示す作業を実施するものとする。  

(1) 作業に係る詳細な作業実施方法の策定  

(2) 除染廃棄物の運搬、分別、保管作業  

(3) 除染廃棄物保管場所における空間線量率及び作業者の個人被ばく

線量の測定・記録、大気中のダストの採取及び放射能濃度の測定、

並びに除染廃棄物保管場所の目視点検及び安全な維持・管理  

(4) 除染廃棄物のサンプル分析用試料の採取   

(5) 上記 (2)～ (4)の他、上記 2.の目的を達成するために必要とする作

業等  

(6) 上記 (2)～ (5)に係る報告書の作成  

注意：記録については、写真撮影にての記録も含む  

（機構指示に従うこと）  

 

6. 作業内容  

6.1 作業計画の立案  

受注者は、作業に先立って現地確認を行い、その結果を踏まえて、

本業務の目的を達成するため、発注者と協議のうえ、放射性物質によ

る汚染のレベル、対象物の種類等に応じた詳細な作業計画 (作業の実施

方法を含む )を立案し、発注者による承認を得たうえで、作業を実施す

ること。なお、対象物の汚染のレベルは、受注者の要請に応じて、発

注者が契約後受注者に提示する。  

作業計画の立案にあたっては、除染廃棄物保管場所の地形、運搬経

路等の状況及び保管の現況等を考慮して、 5.に記載の作業項目毎の作

業内容、作業手順、実施時期を明確にすること。  
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また、作業開始前に「リスクアセスメント実施要領」に基づき、リ

スクアセスメントを実施し、危険ポイント及びその対策等について検

討すること。  

 

6.2 保管中の除染廃棄物の運搬作業  

(1) 除染廃棄物保管場所に保管している除染廃棄物が収納されたフレ

キシブルコンテナについては、原子力機構が指定する約 50 袋を取り

出して、ナンバーの確認を行い、順次分別作業場へ運搬すること。

また、必要性に応じて分別作業場以外に一時保管エリアを設置して

保管すること。  

(2) (1)に係るこれらの運搬にあたっては、産業廃棄物における輸送上

の基準に準拠して実施するものとし、運搬経路等においては必要に

応じ敷鉄板等により通路の養生を行うこと。また、作業員の保護具、

作業員及び車両のスクリーニングを実施し、記録を作成すること。  

(3) (1)～ (2)に係るこれらの運搬が終了した保管場所については、放

射性汚染の無いことを確認し保管場所及び運搬経路は、原則として

保管前の原状に回復させること。  

(4) (1)～ (3)の各作業における 1 時間ごとの個人線量を測定し記録す

ること。  

 

6.3 除染廃棄物が収納されたフレキシブルコンテナの破袋及び分別作

業  

6.3.1 事故由来廃棄物取扱施設の製作  

(1) 図 1 で示した実証試験場所に、除染廃棄物を収納したフレキシブ

ルコンテナを破袋及び分別作業を行うための事故由来廃棄物取扱施

設を製作すること。また、事故由来廃棄物取扱施設の構造について

は、この仕様書の「 9. 適用法規等  」に示す関係法規及び法令に従

い、二重扉、局所排気装置を設けたテント構造にて製作すること（図

2 参照）。なお、施設には除染廃棄物を取り扱う施設である旨を表示

すること。  

(2) 事故由来廃棄物取扱施設運用の手続き  

受注者は、事故由来廃棄物取扱施設運用にあたり、原子力機構が定

める「事故由来廃棄物等の処分の業務に係る作業における作業規程」
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に従い、管理区域の設定及び解除に伴う各種手続きを行うこと。管理

区域の解除にあたっては、「事故由来廃棄物等の処分の業務に係る作

業における作業規程」に従い管理区域内の汚染検査を実施し、汚染の

ないことを機構が確認した後に、解除を行う。  

   

(3) 事故由来廃棄物取扱施設での除染廃棄物 収納フレキシブルコン

テナの保管  

・事故由来廃棄物取扱施設内での除染廃棄物収納フレキシブルコン

テナの保管量や保管場所については、原子力機構が定める「事故

由来廃棄物等の処分の業務に係る作業における作業規程」に従い、

適切な量及び場所で保管すること。  

・除染廃棄物収納フレキシブルコンテナの保管場所は管理区域内壁

面から 1ｍ以上離して保管すること。  

(4) 事故由来廃棄物取扱施設運用にあたっての測定及び点検  

事故由来廃棄物取扱施設での測定及び点検については、「電離則」

及び原子力機構が定める「事故由来廃棄物等の処分の業務に係る作

業における作業規程」に従い実施すること。  

・給排気設備の運転  

・管理区域内の除染及び測定  

・管理区域からの持出し物品の汚染検査  

・作業前作業後の建家内スミヤ測定  

 

6.3.2 除染廃棄物収納フレキシブルコンテナの破袋作業  

(1) 除染廃棄物を収納しているフレキシブルコンテナを破袋する。  

(2) 破袋にあたっては、除染廃棄物が周囲に飛散しないような十分な

対策を講じること。  

(3) 破袋前においては、破袋する直前にフレキシブルコンテナのナン

バーを記録（写真撮影含む）すること。  

(4) 破袋したフレキシブルコンテナ本体は、放射性汚染の無いことを

確認したうえ、産業廃棄物として受注者の責任と負担において関係

法令に従い適切に措置すること。なお、放射性汚染が検出された場

合は、事故由来廃棄物取扱施設からの搬出前に新規のフレキシブル

コンテナに収納し、契約後に発注者が指定する原子力科学研究所内
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の区域へ運搬して定置すること。  

(5) (1)～ (4)の各作業における 1 時間ごとの個人線量を測定し記録す

ること。  

 

6.3.3 除染廃棄物の分別作業  

除染廃棄物の分別作業にあたっては、以下に示す項目に留意して行

うものとする。  

(1) 分別作業については、目視で確認できる枝や木などの草木を取り

除いたのち、 40mm 未満のものと 40mm 以上のものに分別すること。

40mm 以上のものは、適切な手法により、草木と異物に分別すること。  

(2) 異物内に含まれるプラスチックやシートの破片などは、放射性汚

染の無いことを確認したうえ、産業廃棄物として受注者の責任と負

担において関係法令に従い適切に措置すること。なお、放射性汚染

が検出された場合は、事故由来廃棄物取扱施設からの搬出前に JIS Z 

1651 非危険物用フレキシブルコンテナに準拠した新規の耐候性容器

に収納し、契約後に発注者が指定する原子力科学研究所内の区域へ

運搬して定置すること。  

(3) 分別後の土壌については、原子力機構が指定する線量が低い土壌

との混合作業を行い、機構が定める線量下限値以下（ 5 点の平均が

1.0μ Sv/h 未満）であることを測定器で確認のうえ、フレキシブル

コンテナに収納すること。なお、収納後のフレキシブルコンテナ（土

壌、草木、異物）については、新たにナンバーをペイントしたうえ

で、収納後のフレキシブルコンテナの重量並びにフレキシブルコン

テナの上面 1 箇所及び側面 4 箇所以上の表面線量当量率を測定し記

録すること。  

(4) 分別後の草木類について、必要に応じて分別後の土壌と同様に、

原子力機構が指定する線量が低い草木類との混合作業を行い、機構

が定める線量下限値以下（ 5 点の平均が 1.0μ Sv/h 未満）であるこ

とを測定器で確認のうえ、フレキシブルコンテナに収納すること。

なお、収納後のフレキシブルコンテナについては、新たにナンバー

をペイントしたうえで、収納後のフレキシブルコンテナの重量並び

にフレキシブルコンテナの上面 1 箇所及び側面 4 箇所以上の表面線

量当量率を測定し記録すること。  
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(5) 分別作業時においては、除染廃棄物が周囲に飛散しないような十

分な対策を講じること。  

(6) (1)～ (5)の各作業における 1 時間ごとの個人線量を測定し記録す

ること。  

 

6.4 分別後の除染廃棄物の保管場所までの運搬作業  

(1) 6.3.2 の分別された草木、土壌、異物が収納されたフレキシブル    

コンテナを事故由来廃棄物取扱施設内の管理区域から持ち出す際

は、測定器で汚染の無いことを確認のうえで、原子力機構が指定

する原子力科学研究所内のフレキシブルコンテナが充分に遮られ

る高さ程度の鋼製パネルフェンスで区画された区域へ運搬して定

置・保管すること。また、保管に当たっては、環境省ガイドライ

ンに従い、遮水シート等により全面を覆う等の適切な措置を講ず

ること。  

(2) (1)に係るこれらの運搬にあたっては、産業廃棄物における輸送上

の基準に準拠して実施するものとし、運搬経路等においては必要

に応じ敷鉄板等により通路の養生を行うこと。また、作業員の保

護具、作業員及び車両のスクリーニングを実施し、記録を作成す

ること。  

(3) (1)～ (2)に係るこれらの運搬が終了した保管場所については、放

射性汚染の無いことを確認し、保管場所及び運搬経路は、原則と

して保管前の原状に回復させること。  

(4) (1)～ (3)の各作業における 1 時間ごとの個人線量を測定し記録す

ること。  

 

6.5 空間線量率等の測定・記録作業等  

以下に示す空間線量率等について、発注者と協議のうえ、受注者の

責任と負担において適切に測定・記録を行う。なお、測定に用いる機

器については、 JIS Z 4511、 JIS Z 4333 に基づき、適切に点検・校正

が行われていること。  

(1) 除染廃棄物収納フレキシブルコンテナの破袋作業及び除染廃棄物

の分別作業等の着手前においては、除染廃棄物分別場直近の敷地

境界及び作業場全体について契約後発注者が指定する 8 箇所にて
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週 1 回の頻度で、除染廃棄物の破袋開始から除染廃棄物の分別作

業終了までの全期間中においては、分別作業等の着手前と同様の 8

箇所にて日 1 回の頻度（作業を実施しない日を除く。）で、また、

除染廃棄物の分別作業後から契約納期までの期間においては、分

別作業等の着手前と同様の 8 箇所において週 1 回の頻度で高さ 1m

及び 50cm での線量当量率を NaI シンチレーション式サーベイメー

タにて測定・記録し、速やかに発注者に提出すること。  

(2) 除染廃棄物収納フレキシブルコンテナの破袋作業及び除染廃棄物

の分別作業等の着手前においては、契約後発注者が指定する場所

の 2 箇所にて月 1 回の頻度で 1 日約 8 時間連続して 5 日間周辺の

ダストを、除染廃棄物の破袋開始から除染廃棄物の分別作業終了

までの全期間中においては、分別作業等の着手前と同様の 2 箇所

にて 1 日約 8 時間連続して 5 日間 (作業中のみ )のダストを、また、

除染廃棄物の分別作業終了から契約納期 2 週間前までの期間にお

いては、分別作業等の着手前と同様の 2 箇所にて月 1 回の頻度で 1

日約 8 時間連続して 5 日間のダストを、それぞれ 800L/min 以上の

吸引が可能なサンプラを用いて捕集すること。なお、採取したダ

スト捕集用フィルタは、発注者が指定するゲルマニウム半導体検

出器で放射能測定を実施し、その結果を速やかに発注者に提出す

ること。また、フィルタに目詰まり等が発生した場合は、適宜交

換すること。  

 

6.6 除染廃棄物のサンプル分析のための試料採取  

(1) 除染廃棄物収納フレキシブルコンテナの破袋作業時または分別後

において、契約後発注者が指定する除染廃棄物からサンプル分析

のために必要な土壌及び草木をそれぞれ約 10 試料（同一試料から

10 か所採取して混合したものを試料とする。）を採取すること。  

(2) 湿潤密度分析用にはコアサンプラーで採取した不攪乱試料で行う

こと。なお、枝葉等が混入しているフレシキブルコンテナについ

ては、原子力機構の担当者と協議のうえ、採取方法を決定する。  

 

6.7 事故由来廃棄物取扱施設の解体  

事故由来廃棄物取扱施設において指定した管理区域内の設備等の汚
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染検査を行い、汚染のないことを確認する。その後、「事故由来廃棄物

等の処分の業務に係る作業における作業規程」に従い、管理区域を解

除する。管理区域を解除した後、事故由来廃棄物取扱施設を解体する。

解体時に発生した廃棄物については、一般産業廃棄物として廃棄する。 

 

6.8 その他作業に係る作業内容  

上記 2．の目的を達成するために本項 6.1～ 6.7 以外の作業が必要と

なった場合は、発注者と協議のうえ、これに係る措置を実施するとと

もに、その結果等を取り纏め発注者に提出すること。  

 

6.9 作業報告書の作成  

上記 6.1～ 6.8 に係る作業終了後においては、これらに係る記録、結

果等を取り纏め発注者に提出すること。  

 

7. 支給品及び貸与品  

(1) 支給品  

電気（供給量：単相 200V-50A まで、これを超える場合は受注者側

で準備すること）、水 (契約後発注者が指定する取合い点以降は、受

注者側で引き込むこと。 ) 

(2) 貸与品  

① NaI シンチレーション式サーベイメータ  

②放射線防護資機材（個人線量計等）  

③放射能測定装置一式  

 

なお、その他本業務の目的のため、受注者より関連する資料及び物

品等の支給又は貸与の申し出があった場合は、発注者と協議のうえ、

その必要性に応じて支給又は貸与する。  

 

8. 提出書類  

図書名  提出時期  部数  備考  

実 施 体 制 表 (作 業 員 名

簿含む ) 

契約締結後速やかに  

変更の都度速やかに  

3 部（確認返却

用含む）  

要確認  
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図書名  提出時期  部数  備考  

総括責任者届  

(発注者指定書式 ) 

契約締結後速やかに  

変更の都度速やかに  

1 部   

作 業 計 画 書 (作 業 工 程

表含む ) 

作業実施前まで  3 部（確認返却

用含む）  

要確認  

打合せ議事録  打合せ後速やかに  3 部（確認返却

用含む）  

要確認  

委 任 又 は 下 請 負 届 (発

注者指定書式 ) 

委 任 又 は 下 請 負 作 業

開始前まで  

1 部  要確認  

作業日報  作業日の翌日まで  1 部   

作 業 報 告 書 (作 業 実 施

方法、内容、作業結果、

作業工程毎の写真及び

線量率等の測定結果等

含む ) 

作業終了後 (線量率等

の 測 定 結 果 は 作 業 日

の翌日まで ) 

3 部  要確認  

作業報告書及び完成図

書電子ファイル  

作業終了後  1 式   

終 了 届 (発 注 者 指 定 書

式 ) 

作業終了後  1 部   

その他本業務に必要な

書類等  
その都度  必要部数   

・委任又は下請負届は、委任又は下請負が有る場合のみ提出すること。 

・報告書電子ファイルについては、｢Microsoft Word｣又は「 Microsoft 

PowerPoint」で 編 集可能 なも のと し 、数量 デー タは 、「 Microsoft 

Excel」で閲覧、編集可能なファイルであること。  

 

9. 適用法規等  

本業務にあたっては、必要に応じて以下の関係法規及び法令に従い、

発注者と協議のうえ、行うこと。  

①  労働安全衛生法  

②  労働基準法  

③  電離放射線障害防止規則  

④  東日本大震災により生じた放射性物質により汚染された土壌等  

を除染するための業務等に係る電離放射線障害防止規則  
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⑤  事故由来廃棄物等の処分の業務に係る作業における作業規程  

⑥  廃棄物の処理及び清掃に関する法律  

⑦  放射性物質汚染対処特措法  

⑧  環境省「除染関係ガイドライン」及び「廃棄物関係ガイドライン」  

⑨厚生労働省「除染等業務に従事する労働者の放射線障害防止のため

のガイドライン」及び「事故由来廃棄物等処分業務に従事する労働

者の放射線障害防止のためのガイドライン」  

⑩  廃棄物最終処分場整備の計画・設計・管理要領，全国都市清掃会議  

⑪  日本産業規格（ JIS）  

⑫  地盤調査法（地盤工学会）  

⑬  敷地調査共通仕様書，建設大臣官房官庁営繕部監修  

⑭  原子力科学研究所安全衛生管理規則  

⑮  原子力科学研究所消防計画  

⑯  原子力科学研究所事故対策規則  

⑰  原子力科学研究所放射線障害予防規程  

⑱  原子力科学研究所少量核燃料物質使用施設等保安規則  

⑲  工事・作業の安全管理基準  

⑳  作業責任者等認定制度  

㉑  その他本業務に関連する法規、基準、規定等  

 

10. 契約納期及び納入場所  

①  契約納期  

令和 7 年 3 月 31 日 (月 ) 

②  納入場所  

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構   

原子力科学研究所  バックエンド技術部   

放射性廃棄物管理技術課  

〒 319-1195 茨城県那珂郡東海村大字白方 2 番地 4 

 

11. 検収条件  

5．作業項目に示す全ての作業の終了及び 8.提出書類の全てが提出さ

れ、その内容が本契約書の要求事項を満足していることを発注者が認

めたことを以て検収とする。  
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12. 総括責任者  

受注者は本業務を履行するにあたり、受注者を代理して直接指揮命

令する者を選任し、次の任務にあたらせるものとする。  

①受注者の従事者の労務管理及び作業上の指揮命令  

②本業務の履行に関する発注者との連絡調整  

③受注者の従事者の規律秩序の保持及びその他本業務の処理に関する

事項  

 

13. 検査員及び監督員  

検査員：一般検査  管財担当課長  

監督員：放射性廃棄物管理技術課員  

 

14. 知的財産権等  

知的財産権等の取扱いについては、別紙「知的財産権特約条項」に

定められたとおりとする。  

 

15. 受注者の責任及び義務  

①下請業者を使用する場合は、事前に原子力機構の確認を受けること。

受注者が使用する下請業者が負うべき責任といえども、その責任は

すべて受注者が負うものとする。  

②下請業者の選定にあたっては、技術的能力、品質管理能力について、

本業務を実施するために十分かどうかという観点で、評価・選定し

なければならない。  

③原子力機構の認めた下請業者を変更または追加する場合には、原子

力機構の確認を得るものとする。  

④全ての下請業者に契約要求事項を十分周知徹底させること。また、

下請業者の作業内容を完全に把握し、品質管理、工程管理のほか、

あらゆる点において下請業者を使用したが故に生じる異常事態等の

発生を防止すること。  

 

16. 特記事項  

①受注者は、「工事・作業の安全管理基準」に従い、計画外作業は禁止
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とする。計画外作業の禁止及び異常時の措置に関して作業計画書に

明記し、遵守すること。  

②受注者は業務を実施することにより取得した当該業務及び作業に関

する各データ、技術情報、成果その他のすべての資料及び情報を原

子力機構の施設外に持ち出して発表もしくは公開し、または特定の

第三者に対価をうけ、もしくは無償で提供することはできない。た

だし、あらかじめ書面により原子力機構の承認を受けた場合はこの

限りではない。  

③技術的能力など受注者の技術水準を維持するために社内教育や以下

の教育を行うものとする。  

教育名  実施者  原子力機構による内容確認  備考  

施設別教育  機構  受注者は、機構が実施する

施設別教育を受講する。も

しくは有効期間内に受講済

の場合は、教育記録（科目、

時間）を提出し、 教育記録

（科目、時間）を提出し、「事

故由来廃棄物 等の処分の業

務に係る作業における 作業

規程」に指定された時間数

を満たしていることの確認

を受ける。  

放射線業

務開始前

までに実

施  

「 放 射 性 同 位

元 素 等 の 規 制

に関する法律」

第 ２ ２ 条 に 基

づく教育訓練  

受注者  受注者は、教育記録（科目、

時間）を作業担当課に提出

し、「教育及び訓練の時間数

を定める告示」（令和元年六

月 十 日  原 子 力 規 制 委 員 会

告示第一号）を満たしてい

ることの確認を受ける。  

放射線業

務開始前

までに実

施  

「 原 子 力 科 学

研 究 所 少 量 核

燃 料 物 質 使 用

受注者  受注者は教育結果の確認を

受けること。  

放射線業

務開始前

までに実
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施 設 等 保 安 規

則」第４１条に

基 づ く 保 安 教

育  

施  

「 作 業 責 任 者

認定制度」に基

づ く 認 定 教 育

（現場責任者） 

原 子 力

機構  

現場責任者認定証の確認を

受ける。  

業 務 開 始

前 ま で に

実施  

 

④受注者は異常事態等が発生した場合、原子力機構の指示に従い行動

するものとする。また、契約に基づく作業等を起因として異常事態

等が発生した場合、受注者がその原因分析や対策検討を行い、主体

的に改善するとともに、結果について機構の確認を受けること。  

⑤受注者は従事者に関しては労基法、労安法その他法令上の責任及び

従事者の規律秩序及び風紀の維持に関する責任を全て負うとともに、

これらコンプライアンスに関する必要な社内教育を定期的に行うも

のとする。  

⑥受注者は、善管注意義務を有する貸与品及び支給品のみならず、実

施場所にある他の物品についても、必要なく触れたり、正当な理由

なく持ち出さないこと。  

⑦受注者は原子力機構が原子力の研究・開発を行う機関であるため、

高い技術力及び高い信頼性を社会的にもとめられていることを認識

し、原子力機構の関係法令及び規定等を遵守し安全性に配慮し業務

を遂行しうる能力を有する者を従事させること。  

⑧本仕様書に定める支給及び貸与品以外であって、本業務に必要とな

る足場、荷役設備、工具類、雑消耗品等は、全て受注者の負担にお

いて準備するものとし、必要な点検等を実施した後に使用すること。 

⑨受注者は、本仕様書に定める目的を達成するため、本仕様書に定め

る作業項目以外の作業が発生する場合は、発注者に早期にこれを申

し出て発注者と協議のうえ、その決定に従うこと。また、大雨等の

災害が発生し、その対応のための措置等が必要となった場合につい

ては、発注者と協議しその決定に従うものとする。  

⑩本業務区域内における物品、建屋、設備機器、貸与品等について、
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不測の破損、故障、不具合等を生じさせないように十分注意して取

り扱うとともに、受注者の故意、または重大な過失により万一それ

らが生じた場合には、発注者に遅滞なく報告し発注者の指示に従い

受注者の責任と負担のもとに速やかに原状に復旧させるものとする。 

⑪発注者は、提出書類にて受注者より提供される個人情報は、本仕様

書に関連する作業のために使用するものとし、漏えいなどの防止に

努める。また、法令に基づく場合を除き受注者の同意なく第三者へ

開示・提供しないものとする。  

⑫受注者は、本業務を実施するにあたり、放射線防護の観点から必要

となる装備品について、発注者と協議しその決定に従うものとする。 

⑬受注者は原子力機構が伝染性の疾病（新型インフルエンザ等）に対

する対策を目的として行動計画等の対処方針を定めた場合は、これ

に協力するものとする。  

⑭受注者は、本仕様書の各項目に従わないことにより生じた、原子力

機構の損害及びその他の損害についてすべての責任を負うものとす

る。  

⑮その他仕様書に定めのない事項については、原子力機構と協議のう

え決定する。  

 

17. 疑  義  

本仕様書において疑義が生じた場合、又は本仕様書に記載の無い事

項であっても技術上必要と認められる項目については、発注者と協議

のうえ、その決定に従うものとし、その決定は本仕様書に準じる扱い

とする。  

 

18. グリーン購入法の推進  

①本契約において、グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の

推進等に関する法律）に適用する環境物品（事務用品、ＯＡ機器等）

が発生する場合は、これを採用するものとする。  

②本仕様に定める提出図書（納入印刷物）については、グリーン購入

法の基本方針に定める「紙類」の基準を満たしたものであること。  

 

以  上  

 



 

 

 

除染廃棄物
一時保管及び分別場所

予定地

原子力科学研究所グラウンド
至る日立

至るひたちなか

除染廃棄物
分別場所
第2候補地

除染廃棄物の保管場所

 

図 1 作業場所



 

 

参考資料  

 
図 2 事故由来廃棄物取扱施設のイメージ  
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